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欧
米
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日

本
で
も
物
価
上
昇
局
面
を
迎
え
て
い
ま

す
。
す
で
に
多
く
の
企
業
が
値
上
げ
を

実
施
し
、
顧
客
も
い
っ
た
ん
は
受
け
入

れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
最
近
で
は
「
値
上
げ
疲

れ
」
に
よ
る
買
い
控
え
が
見
ら
れ
ま

す
。
よ
ほ
ど
希
少
価
値
の
高
い
製
品
で

な
い
限
り
、
価
格
転
嫁
一
辺
倒
で
は
や

が
て
限
界
が
来
る
で
し
ょ
う
。

　
物
価
が
継
続
的
に
上
昇
す
る
局
面
で

は
、
価
格
と
原
価
の
両
面
か
ら
バ
ラ
ン

力
を
高
め
る
た
め
に
必
要
で
す
が
、
行

き
す
ぎ
る
と
品
質
過
剰
を
招
き
、
価
格

が
高
く
な
り
す
ぎ
て
売
れ
な
い
製
品
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
納
期
短
縮
に
は
生

産
能
力
の
拡
張
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
供
給
力
が
過
剰
に
な
る
と
倉
庫
代

等
の
固
定
費
が
高
く
な
り
ま
す
。

⑶
　
コ
ス
ト
削
減
の
停
滞

　
物
価
上
昇
の
局
面
で
は
、
仕
入
先
や

外
注
先
に
値
下
げ
要
請
を
し
て
も
効
果

が
乏
し
く
、
下
手
を
す
る
と
取
引
業
者

に
逃
げ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
あ
く
ま
で
、
自
社
努
力
に
よ
っ
て
コ

ス
ト
を
削
減
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
原
価
管
理
が
で
き
て
い
な
い
と
、

削
減
の
切
り
口
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
コ

ス
ト
は
「
無
駄
を
な
く
そ
う
」
と
い
っ

た
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
け
で
は
下
が
り
ま
せ

ん
。
抜
本
的
な
具
体
策
が
必
要
で
す
。

経
営
判
断
に
つ
な
げ
る

原
価
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

　
原
価
管
理
を
収
益
改
善
に
役
立
て
る

に
は
、
ま
ず
原
価
管
理
と
は
何
か
を
理

解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
と
い
う
の
も
、
原
価
計
算
と
原
価
管

理
が
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
る
ケ
ー
ス
を

よ
く
目
に
す
る
か
ら
で
す
。
両
者
は
異

な
り
ま
す
。
そ
し
て
原
価
計
算
を
し
て

い
て
も
、
原
価
管
理
は
で
き
て
い
な
い

ス
よ
く
対
策
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
原
価
管
理
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

原
価
管
理
を

し
な
い
リ
ス
ク

　
結
論
か
ら
い
え
ば
、
原
価
管
理
の
で

き
て
い
な
い
企
業
は
収
益
性
が
低
い
と

い
え
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
以
下
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

⑴
　
価
格
設
定
の
大
雑
把
さ

　
価
格
は
「
原
価
＋
粗
利
益
」
で
決
ま

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
原
価
が
わ
か

ら
な
い
と
価
格
設
定
が
大
雑
把
に
な
り

ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
営
業
部
門
が
物
価
上
昇

後
の
原
価
を
知
ら
な
い
と
、
従
来
の
安

い
原
価
を
基
準
に
値
付
け
を
す
る
た
め

価
格
転
嫁
が
遅
れ
て
粗
利
益
率
が
低
下

し
ま
す
。
ま
た
、
正
確
な
原
価
の
増
加

額
を
把
握
で
き
て
い
な
い
と
値
上
げ
不

足
に
な
っ
た
り
、
逆
に
値
上
げ
し
す
ぎ

て
顧
客
離
れ
を
招
い
た
り
し
ま
す
。

⑵
　
Ｑ
Ｃ
Ｄ
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

　
生
産
活
動
で
は
、品
質（Q

uality

）、

コ
ス
ト
（Cost
）、
納
期
（D

elivery

）

の
３
要
素
が
重
要
で
す
。
し
か
し
原
価

管
理
が
弱
い
と
、
こ
の
Ｑ
Ｃ
Ｄ
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
て
弊
害
が
生
じ
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
品
質
向
上
は
製
品
の
魅

適切に原価管理ができていれば、どこにコスト削減
の余地があるかを検討でき、その余地がなければ価
格転嫁等を図るなどの経営判断ができます。そこで、
自社のコストアップが何に由来するものかを把握す
るための原価管理について解説します。

株式会社経営戦略オフィス
中小企業診断士

井 海 宏 通

「原価管理」の勘どころ
物価上昇局面の
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た
原
価
を
「
実
際
原
価
」
と
し
て
算

出
し
、
標
準
原
価
と
の
差
異
を
分
析

す
る

・�

Ａ
（
ア
ク
シ
ョ
ン
）
：
標
準
原
価
と

実
際
原
価
の
差
異
分
析
の
結
果
を
、

具
体
的
な
改
善
策
に
落
と
し
込
む

　
以
上
の
サ
イ
ク
ル
を
経
て
、
今
後
の

標
準
原
価
を
再
設
定
す
る
Ｐ（
プ
ラ
ン
）

に
戻
り
ま
す
。

　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
と
は
、
４
つ
の

要
素
を
永
続
的
に
繰
り
返
す
こ
と
を
い

い
、
こ
れ
が
原
価
管
理
の
「
管
理
」
に

該
当
し
ま
す
。
目
的
は
継
続
的
な
改

善
、
具
体
的
に
は
原
価
の
削
減
で
す
。

　「
原
価
を
把
握
し
て
い
る
」
こ
と
と

「
原
価
を
管
理
し
て
い
る
」
こ
と
は
ま

っ
た
く
異
な
り
ま
す
。
原
価
を
把
握
し

て
い
る
、
つ
ま
り
原
価
計
算
を
す
る
だ

け
で
は
「
原
価
を
管
理
で
き
て
い
る
」

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
目
標（
標
準
原
価
）

を
設
定
し
、
実
際
原
価
と
比
較
分
析
の

う
え
、
具
体
的
な
改
善
活
動
に
結
び
つ

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
現

実
に
原
価
の
削
減
（
ま
た
は
高
騰
の
食

い
止
め
）
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

⑵
　
差
異
分
析
が
重
要

　
原
価
管
理
で
は
、
標
準
原
価
と
実
際

原
価
の
差
異
分
析
が
重
要
で
す
。
こ
の

分
析
は
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
Ｃ（
チ

ェ
ッ
ク
）
に
該
当
し
ま
す
。

　
開
発
部
門
が
製
品
企
画
を
し
た
り
、

営
業
部
門
が
見
積
書
を
作
成
し
た
り
す

る
際
は
、
標
準
原
価
（
見
積
原
価
）
を

計
算
に
用
い
ま
す
。

　
多
く
の
企
業
で
は
、
こ
の
「
標
準
原

価
の
計
算
」
を
「
原
価
計
算
」
と
呼
ん

で
お
り
、
Ｐ
（
プ
ラ
ン
）
に
該
当
し
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
原
価
だ
け
で
な
く
粗

利
益
も
「
プ
ラ
ン
」
し
ま
す
。

　
問
題
は
、
標
準
原
価
ど
お
り
に
生
産

で
き
て
い
る
か
ど
う
か
で
す
。
標
準
原

価
と
実
際
原
価
が
完
全
に
一
致
す
る
こ

と
は
な
く
、必
ず
差
異
が
発
生
し
ま
す
。

　
物
価
上
昇
の
局
面
で
は
、
実
際
原
価

が
標
準
原
価
よ
り
高
く
な
り
が
ち
で

す
。
ま
ず
は
、
そ
の
事
実
に
気
付
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
生
産
現
場

で
起
き
て
い
る
問
題
点
を
認
識
し
、
そ

の
原
因
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

以
後
の
改
善
（
Ａ
：
ア
ク
シ
ョ
ン
）
に

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
標
準
原
価
と
実
際
原
価
の
差

異
分
析
は
１
か
月
単
位
で
実
施
す
る
の

が
普
通
で
す
が
、
原
価
の
振
れ
幅
が
大

き
い
製
品
は
１
週
間
単
位
、
場
合
に
よ

っ
て
は
１
日
単
位
で
実
施
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

⑶
　
原
価
は
勘
定
科
目
別
に
分
解

　
標
準
原
価
と
実
際
原
価
の
差
異
分
析

で
は
、
製
品
別
原
価
の
総
額
だ
け
で
な

く
、
勘
定
科
目
別
の
内
訳
も
見
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
原
価
は
、
材
料
費
、
労
務
費
（
人
件

費
）、
製
造
経
費
の
３
つ
に
分
類
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
原
価
は
直
接
費
と
間
接

費
に
分
か
れ
ま
す
。

　
直
接
費
と
は
、
製
品
ご
と
に
使
用
額

を
集
計
で
き
る
費
用
で
す
。
一
方
で
間

接
費
は
、
製
品
ご
と
に
は
使
用
額
を
集

計
で
き
な
い
費
用
で
、
た
と
え
ば
水
道

光
熱
費
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
原
価
の
内
訳
は
、
直
接

材
料
費
、間
接
材
料
費
、直
接
労
務
費
、

間
接
労
務
費
、
直
接
製
造
経
費
、
間
接

製
造
経
費
の
６
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す

（
図
表
２
）。

　
材
料
費
は
、
ほ
と
ん
ど
が
直
接
費
で

す
。
間
接
材
料
費
は
、
補
助
材
な
ど
少

額
で
す
。

　
労
務
費
は
、
製
品
づ
く
り
に
直
接
従

事
し
て
い
る
時
間
分
の
人
件
費
が
直
接

企
業
も
一
定
数
あ
り
ま
す
。

　
原
価
計
算
す
ら
で
き
て
い
な
い
の
は

論
外
で
す
が
、
原
価
計
算
を
し
た
か
ら

と
い
っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
収
益
性
が
よ

く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑴
　
原
価
管
理
の
基
本

　
原
価
と
は
「
製
品
を
１
個
生
産
す
る

の
に
か
か
る
費
用
」
を
指
し
、
製
品
ご

と
の
原
価
を
算
出
す
る
こ
と
を
原
価
計

算
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
原
価
計
算
は
、
原
価
管
理
の
一

環
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
原
価
管
理
と

は
、
原
価
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回

す
こ
と
で
す
（
図
表
１
）。

・�

Ｐ
（
プ
ラ
ン
）：
原
価
の
目
標
を
「
標

準
原
価
」
と
し
て
設
定
す
る
。
個
別

受
注
型
の
業
種
で
は
「
見
積
原
価
」

「
実
行
予
算
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る

・
Ｄ
（
ド
ゥ
）
：
生
産
活
動
の
こ
と

・�

Ｃ
（
チ
ェ
ッ
ク
）
：
実
際
に
掛
か
っ

原価管理のPDCAサイクル図表1

Action
（改善）

Plan
（目標）

Do
（生産）

Check
（確認）

標
準
原
価
の
設
定

標準原価と実際原価の差異分析

原価の内訳例図表2

直接費 間接費

主材料の
費用など

補助材の
費用など

製造に従事
する人件費

外注費など

材料費

労務費

製造経費

清掃、メンテ
などの人件費

修繕費、水道
光熱費など
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費
で
す
。一
方
、段
取
り
替
え
や
清
掃
、

設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
、
個
別
製
品

の
生
産
に
直
接
従
事
し
て
い
な
い
時
間

分
の
人
件
費
が
間
接
費
で
す
。

　
製
造
経
費
は
、
材
料
費
と
労
務
費
以

外
の
諸
々
の
費
用
で
す
が
、
直
接
費
の

代
表
的
な
も
の
は
外
注
費
で
す
。
そ
れ

以
外
の
多
く
は
、
地
代
家
賃
、
水
道
光

熱
費
、
減
価
償
却
費
、
修
繕
費
な
ど
の

間
接
費
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
原
価
を
直
接
費
と
間
接

費
に
分
け
る
の
は
、
差
異
分
析
を
行
な

う
際
の
切
り
口
が
異
な
る
か
ら
で
す
。

　
直
接
費
は
、
製
品
ご
と
に
使
用
額
を

集
計
で
き
る
た
め
、
製
品
１
個
あ
た
り

の
標
準
原
価
と
実
際
原
価
の
差
異
を
ア

イ
テ
ム
別
に
分
析
し
ま
す
。

　
一
方
で
、
間
接
費
は
全
体
の
金
額
を

生
産
量
で
割
り
算
し
て
各
製
品
に
賦
課

す
る
た
め
、
生
産
量
の
増
減
に
応
じ

て
、
製
品
１
個
あ
た
り
の
間
接
費
が
毎

月
大
き
く
変
動
し
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
生
産
数
が
２
倍
に
な
れ

ば
、
１
個
あ
た
り
の
間
接
費
は
半
分
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
間
接
費
に
お

い
て
は
製
品
１
個
あ
た
り
の
金
額
よ
り

も
、
全
体
の
使
用
額
や
生
産
量
の
差
異

分
析
を
重
視
し
ま
す
（
後
述
）。

⑷
　
金
額
は
数
量
と

単
価
に
分
解

　
原
価
管
理
を
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
に
つ
な
げ
る
に

は
、
金
額
を
た
だ
管
理

す
る
だ
け
で
は
不
十
分

で
す
。
使
用
量
と
単
価

に
分
解
し
て
管
理
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
（
図

表
３
）。

　
物
価
上
昇
の
局
面
で

単
価
を
下
げ
る
こ
と
は

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
使
用
量

を
削
減
す
る
こ
と
は
企

業
努
力
に
よ
っ
て
可
能

で
す
。

　
原
価
を
金
額
だ
け
で
見
て
い
る
と
、

「
物
価
が
高
騰
し
て
い
る
か
ら
原
価
が

増
え
て
も
仕
方
な
い
」
と
い
っ
た
思
考

停
止
に
陥
り
が
ち
で
す
が
、
使
用
量
と

単
価
に
分
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
具
体

的
な
改
善
活
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
使
用
量
と
単
価
と
で
は
、
取

る
べ
き
対
策
や
担
当
部
門
が
異
な
り
ま

す
。
た
と
え
ば
材
料
費
で
い
え
ば
、
生

産
部
門
が
無
駄
を
な
く
し
て
使
用
量
を

削
減
し
、
購
買
部
門
が
仕
入
先
と
交
渉

し
て
単
価
上
昇
を
緩
和
す
る
、
と
い
っ

た
別
々
の
取
組
み
に
な
り
ま
す
。

⑸
　
間
接
費
は
生
産
量
に
よ
り
変
動

　
製
品
１
個
あ
た
り
の
間
接
費
は
、
間

接
費
の
総
額
と
生
産
量
に
分
解
し
て
管

理
し
ま
す
（
図
表
４
）。

　
間
接
費
の
総
額
は
、
さ
ら
に
使
用
量

と
単
価
に
分
解
し
て
管
理
し
ま
す
（
図

表
３
）。
電
気
代
が
高
い
と
き
は
、
使

用
量
の
削
減
に
努
め
ま
す
。

　
生
産
量
は
、
製
品
１
個
あ
た
り
の
間

接
費
を
大
き
く
左
右
す
る
た
め
、
生
産

量
の
計
画
と
実
績
と
の
差
異
分
析
は
重

要
で
す
。
生
産
量
に
差
異
が
生
じ
る
原

因
は
、
生
産
部
門
だ
け
に
あ
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。

　
機
械
の
故
障
や
作
業
者
の
欠
員
な
ど

に
よ
る
生
産
量
の
減
少
は
、
生
産
部
門

に
原
因
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
販
売

不
振
に
よ
る
減
少
で
あ
れ
ば
、
営
業
部

門
や
開
発
部
門
の
問
題
で
す
。
そ
も
そ

も
生
産
計
画
の
も
と
に
な
る
事
業
計
画

に
問
題
が
あ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
生
産
量
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を

回
す
こ
と
に
よ
り
、
経
営
レ
ベ
ル
の
課

題
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

⑹
　
標
準
原
価
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

　
原
価
管
理
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
は

Ａ
（
ア
ク
シ
ョ
ン
）
で
終
わ
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
サ
イ
ク
ル
で
す
か
ら
、
Ｐ

（
プ
ラ
ン
）
に
戻
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

改
善
後
の
実
際
原
価
を
踏
ま
え
て
標
準

原
価
を
見
直
し
ま
す
。

　
標
準
原
価
は
目
標
で
す
が
、
原
価
削

減
に
は
目
標
の
妥
当
性
も
求
め
ら
れ
ま

す
。
目
標
が
高
す
ぎ
て
未
達
が
何
か
月

も
続
く
と
、
生
産
部
門
が
削
減
目
標
の

達
成
意
欲
を
失
い
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
が
崩
れ
ま
す
。

　
物
価
上
昇
が
続
く
場
合
は
、
精
一
杯

の
改
善
努
力
を
し
て
も
実
際
原
価
が
高

止
ま
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
場
合
に
は
、
標
準
原
価
の
上
方

修
正
が
必
要
で
す
。

　
標
準
原
価
の
見
直
し
は
販
売
活
動
に

と
っ
て
も
重
要
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
営

業
部
門
は
標
準
原
価
を
も
と
に
見
積
書

を
作
成
す
る
か
ら
で
す
。
実
際
原
価
が

上
昇
し
て
い
る
の
に
標
準
原
価
が
従
来

ど
お
り
だ
と
、
実
態
よ
り
も
低
い
標
準

原
価
を
も
と
に
営
業
部
門
が
安
す
ぎ
る

原価の分解図表3

間接費の分解図表4

電気代

電気代（800万円）＝使用量（50万kWh）×単価（16円╱kWh）
単価が上昇しても使用量は自社努力で削減可能

例

例

製品1個あたり間接費＝5,000万円÷25万個＝200円╱個

※使用量の単位…kg、㎡、個、時間など

間接費の総額が5,000万円、生産量が25万個の場合

原価 ＝ 使用量 × 単価（円╱量)

製品1個あたり間接費 ＝ 間接費の総額÷生産量
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価
格
を
設
定
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
逆
に
、
標
準
原
価
よ
り
も
安
い
原
価

で
製
品
を
つ
く
っ
て
い
る
の
に
粗
利
益

率
が
低
い
の
で
あ
れ
ば
、
標
準
原
価
の

設
定
が
高
す
ぎ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
場
合
は
、
標
準
原
価
を
下
げ

る
と
生
産
現
場
が
引
き
締
ま
り
ま
す
。

原
価
以
外
に

管
理
す
べ
き
指
標

　
原
価
管
理
で
は
、
原
価
の
数
字
以
外

に
も
管
理
す
べ
き
指
標
が
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
。

⑴
　
歩
留
ま
り

　
歩
留
ま
り
と
は
、
使
用
原
料
に
対
す

る
製
品
の
生
産
量
の
割
合
を
指
し
、
高

い
ほ
ど
原
価
が
下
が
り
ま
す
（
図
表

５
）。
た
と
え
ば
、
製
品
２
０
０
個
分

の
原
料
を
投
入
し
て
実
際
に
で
き
た
製

品
が
１
９
０
個
だ
っ
た
場
合
、
歩
留
ま

り
は
95
％
で
す
。
歩
留
ま
り
は
１
０
０

％
が
理
想
で
す
が
現
実
は
違
い
ま
す
。

　
生
産
の
過
程
で
不
良
品
や
仕
損
じ
、

端
材
（
使
え
な
い
部
分
）
な
ど
が
発
生

す
る
と
、
歩
留
ま
り
が
下
が
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
材
料
費
の
ロ
ス
が
生
じ
て

原
価
が
上
昇
し
ま
す
。
不
良
品
や
仕
損

じ
を
減
ら
す
に
は
、
生
産
工
程
の
改
善

や
技
能
訓
練
が
必
要
で
す
。
製
品
を
見

込
生
産
し
て
い
る
場
合
、
つ
く
り
す
ぎ

の
ロ
ス
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
生
産
計

画
の
精
度
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

⑵
　
稼
働
率

　
稼
働
率
は
、
生
産
能
力
に
対
す
る
生

産
量
の
割
合
で
す
。
主
に
機
械
や
人
員

が
管
理
対
象
と
な
り
、
稼
働
率
が
高
い

ほ
ど
原
価
が
下
が
り
ま
す
。
反
対
に
、

稼
働
率
が
低
い
と
機
械
の
維
持
費
や
人

件
費
の
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
機
械
の
稼
働
率
は
、
実
際
の
生
産
量

を
生
産
能
力
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
で
割

っ
て
算
出
し
ま
す
。

　
人
員
の
稼
働
率
は
、
労
働
時
間

の
う
ち
製
品
の
生
産
に
直
接
従
事

し
て
い
る
時
間
（
直
接
時
間
）
の

割
合
で
算
出
し
ま
す（
図
表
６
）。

全
体
の
労
務
費
に
対
す
る
直
接
労

務
費
の
割
合
か
ら
も
算
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
稼
働
率
は
繁
忙
期
に
高
く
な
り

閑
散
期
に
低
く
な
る
の
が
普
通
で

す
。
生
産
部
門
の
人
員
を
繁
忙
期

に
合
わ
せ
て
固
定
化
す
る
と
、
閑

散
期
に
人
員
過
剰
と
な
り
労
務
費

の
負
担
が
増
大
し
ま
す
。

　
フ
ル
タ
イ
ム
で
出
勤
す
る
従
業

員
数
は
、
閑
散
期
の
生
産
量
に
合

わ
せ
て
調
整
し
、
繁
忙
期
は
パ
ー

ト
の
増
員
や
外
注
で
対
応
す
る
こ
と
が

理
想
で
す
。

　
多
品
種
少
量
生
産
を
し
て
い
る
場
合

は
、
ア
イ
テ
ム
数
に
も
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
１
日
に
生
産
す
る
ア
イ
テ
ム
数
が

多
す
ぎ
る
と
、
準
備
や
片
付
け
な
ど
の

段
取
り
替
え
の
回
数
が
多
く
な
り
、
人

員
稼
働
率
が
下
が
り
ま
す
。

⑶
　
労
働
生
産
性

　
労
働
生
産
性
と
は
、
作
業
時
間
あ
た

り
の
生
産
額
を
指
し
ま
す（
図
表
７
）。

労
働
生
産
性
が
高
い
と
、
製
品
あ
た
り

の
労
務
費
が
低
く
な
り
ま
す
。

　
労
働
生
産
性
を
高
め
る
に
は
、
従
業

員
の
技
能
レ
ベ
ル
の
維
持
・
向
上
が
必

須
で
す
。
離
職
率
が
高
い
と
、
新
人
の

割
合
が
増
え
て
生
産
効
率
が
大
き
く
下

が
る
た
め
、
給
与
条
件
や
作
業
環
境
の

改
善
も
検
討
す
べ
き
で
す
。

　
ま
た
、
多
能
工
化
に
よ
る
応
援
体
制

強
化
、
工
程
改
善
に
よ
る
無
駄
や
手
戻

り
の
削
減
等
の
取
組
み
も
有
効
で
す
。

　
さ
ら
に
重
要
な
の
は
設
備
投
資
で

す
。
手
作
業
を
機
械
に
置
き
換
え
れ
ば

労
働
生
産
性
が
大
き
く
向
上
し
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
機
械
の
稼
働
率
が
低
け

れ
ば
、
原
価
が
逆
に
高
く
な
る
こ
と
も

あ
る
た
め
、
導
入
前
に
投
資
対
効
果
を

評
価
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
機

械
代
の
資
金
調
達
方
法
も
含
め
、
こ
の

あ
た
り
は
経
営
判
断
と
な
り
ま
す
。

い
か
い
　
ひ
ろ
み
ち
　
経
営
戦
略
オ
フ
ィ
ス
代
表
取
締
役
。
大
学
卒
業
後
、シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
、財
務
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
を
経
て
２
０
０
６
年
に
独
立
。
沖
縄
を
拠
点
に
事
業
再
生
の
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
躍
中
。

歩留まりの計算式図表5

人員稼働率の計算式図表6

労働生産性の計算式図表7

例 ※高いほどよい

歩留まり ＝ 製品の生産量÷原料の使用量

200個分の原料を使用して製品が190個できた場合
歩留まり ＝ 190個 ÷ 200個 ＝ 0.95（95%）

例 ※高いほどよい

人員稼働率 ＝ 直接時間÷労働時間

労働時間の合計が4,000h、直接時間の合計が3,200hの場合
人員稼働率＝3,200h÷4,000h＝0.8（80%）

例 ※高いほどよい

労働生産性 ＝ 生産額÷直接時間

生産額が1,600万円、直接時間の合計が3,200hの場合
労働生産性＝1,600万円÷3,200h＝5,000円/h
※生産額は売上高ではなく付加価値額
付加価値額＝売上高－外部購入費用（材料費や外注費など）


